
１.　調査日時：　2024年1月10日～4月10日 

2.   調査対象：  大学・短大全学生（専攻科含む）※休学者を除く

３.　調査趣旨：　ディプロマ・ポリシーに掲げる教育目標達成に対する自己評価を調査し、

　　   質保証における学修成果のアセスメントとして活用する。

４.　調査方法：　Googleフォームを用いたアンケートを在学生へメールで一斉送信。

                調査目的と趣旨を説明し、記名式（メールアドレス収集）にて回収。　　　

５.　回答者数

＜大学＞

学年
1年

2年

3年
4年
計
1年
2年
3年
4年
計
1年
2年
3年
4年
計

＜短大＞
学年
1年

2年

計

1年

2年
計

※対象者数は2024年１月10日時点在籍者数（休学者を除く）

回答率対象者数回答者数学　　科

149 191 78.0%

専攻科保育専攻
7 10 70.0%

9 21 42.9%
16 31 51.6%

保 育 科

57 63 90.5%

76 85 89.4%

133 160 83.1%

641 779 82.3%

学　　科 回答者数 対象者数 回答率

地域社会学科

66 73 90.4%
54 61 88.5%
42 53 79.2%
51 53 96.2%

213 238 89.5%

美術学科

53 72 73.6%
59 78 75.6%
46 63 73.0%
55 74 74.3%

213 292 72.9%

65 78.5%
215 249 86.3%

短期大学部計

大学計

2023年度ディプロマ・ポリシー達成度調査　集計結果　

2024年 4月 30日
学 務 課

音楽学科

61 63 96.8%

57 62 91.9%

46 53 86.8%
51



ＤＰ（１〜４）別集計結果 ⼤学（2023年度１年⽣）

1

＜ＤＰ１＞

＜ＤＰ２＞

ＤＰ１：主体的に目標を貫徹する力（基礎的汎用的スキル）

音楽学科 美術学科 地域社会学科

1.基礎的汎用的スキル：人の
もつ多様性を認め、コミュニ
ケーション能力や課題解決能
力など、卒業後の社会で求め
られる汎用的なスキルを身に
つけることができます。

1.人のもつ多様性を認め、コ
ミュニケーション能力や課題
解決能力など、卒業後の社会
で求められる汎用的なスキル
を身につけることができま
す。

1.コミュニケーション能力や
課題解決能力など、卒業後の
社会で求められる汎用的なス
キルを身につけ、ニーズに応
じて活用することができま
す。

1.できる 24名 11名 11名

2.ある程度できる 31名 40名 39名

3.あまりできない 6名 2名 15名

4.できない 0名 0名 1名

計 61名 53名 66名

ＤＰ２：社会に貢献する姿勢（自律性）

音楽学科 美術学科 地域社会学科

2.主体的に課題を発見し、目
標達成のため継続的に自己研
鑽を積み重ねることができま
す。

2.主体的に自己表現を具現化
し、技術向上のため継続的に
自己研鑽を積み重ねることが
できます。

2.自律性：主体的に課題に取
り組み、目標達成に向けて持
続的に努力を重ねることがで
きます。

1.できる 27名 27名 18名

2.ある程度できる 28名 20名 34名

3.あまりできない 6名 6名 13名

4.できない 0名 0名 1名

計 61名 53名 66名

16.7%16.7%

20.8%20.8%

39.3%39.3%

59.1%59.1%

75.5%75.5%

50.8%50.8%

22.7%22.7%

3.8%

9.8%9.8%

1.5%

0

0.0%

地域社会学科

美術学科

⾳楽学科

0% 25% 50% 75% 100%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

DP1

27.3%27.3%

50.9%50.9%

44.3%44.3%

51.5%51.5%

37.7%37.7%

45.9%45.9%

19.7%19.7%

11.3%11.3%

9.8%9.8%

1.5%

0.0%

0.0%

地域社会学科

美術学科

⾳楽学科

0% 25% 50% 75% 100%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

DP2



ＤＰ（１〜４）別集計結果 ⼤学（2023年度１年⽣）

2

＜ＤＰ３＞

＜ＤＰ４＞

ＤＰ３：多様な価値観・個性を受容し、共に努力し合える能力（課題発見・社会貢献性）

音楽学科 美術学科 地域社会学科

3.課題発見・社会貢献性：現
代社会の多様な問題について
関心をもち、音楽を通して解
決を図ることができます。

3.現代社会の多様な問題につ
いて関心をもち、美術・デザ
インを通して問題を提起し、
解決を図ることができます。

3.課題発見・社会貢献性：調
査・研究を通じて社会の現状
を深く分析・考察し、地域社
会の課題発見やその解決に向
けて積極的に貢献することが
できます。

1.できる 20名 15名 14名

2.ある程度できる 34名 24名 31名

3.あまりできない 7名 13名 20名

4.できない 0名 1名 1名

計 61名 53名 66名

ＤＰ４：社会で求められる基礎的汎用的スキル（知識活用）

音楽学科 美術学科 地域社会学科

4.４年間で修得した専門的な
知識やスキルを、実社会の
ニーズに応じて活用すること
ができます。

4.４年間で修得した専門的な
知識やスキルを、実社会の
ニーズに応じて活用すること
ができます。

4.知識活用：社会人として必
要な基礎力を基盤とし、社会
学のさまざまな分野における
専門的知識を、現実社会の
ニーズに応じて活用すること
ができます。

1.できる 20名 16名 13名

2.ある程度できる 31名 28名 31名

3.あまりできない 10名 8名 20名

4.できない 0名 1名 2名

計 61名 53名 66名

21.2%21.2%

28.3%28.3%

32.8%32.8%

47.0%47.0%

45.3%45.3%

55.7%55.7%

30.3%30.3%

24.5%24.5%

11.5%11.5%

1.5%

1.9%

0.0%

地域社会学科

美術学科

⾳楽学科

0% 25% 50% 75% 100%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

DP3

19.7%19.7%

30.2%30.2%

32.8%32.8%

47.0%47.0%

52.8%52.8%

50.8%50.8%

30.3%30.3%

15.1%15.1%

16.4%16.4%

3.0%

1.9%

0.0%

地域社会学科

美術学科

⾳楽学科

0% 25% 50% 75% 100%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

DP4



ＤＰ（１〜５）別集計結果 短⼤（2023年度１年⽣）

1

＜ＤＰ１＞

＜ＤＰ２＞

保育科 専攻科保育専攻

１．建学の精神に基づいた豊かな人間性
と、真理を探求する姿勢を持ち、社会人
としての基礎的教養を身につけている。

１．建学の精神に基づいた豊かな人間性
と、学びの成果を活用して社会に貢献し
ようとする使命感を持ち、社会人として
の教養を身につけている。

1.できる 29名 4名

2.ある程度できる 26名 3名

3.あまりできない 2名 0名

4.できない 0名 0名

計 57名 7名

保育科 専攻科保育専攻

２．幼児教育・保育にかかわる理論と技
術、子どもの成長・発達についての専門
的知識を修得している。

２．幼児教育・保育にかかわる理論を自
分なりに理解するとともに、子どもの成
長・発達についての幅広い専門的知識を
修得している。

1.できる 27名 3名

2.ある程度できる 27名 4名

3.あまりできない 3名 0名

4.できない 0名 0名

計 57名 7名

57.1%57.1%

50.9%50.9%

42.9%42.9%

45.6%45.6%

0.0%

3.5%

0.

0.

専攻科保育専攻

保育科

0% 25% 50% 75% 100%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

DP1

42.9%42.9%

47.4%47.4%

57.1%57.1%

47.4%47.4%

0

5

専攻科保育専攻

保育科

0% 25% 50% 75%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

DP2



ＤＰ（１〜５）別集計結果 短⼤（2023年度１年⽣）

2

＜ＤＰ３＞

＜ＤＰ４＞

保育科 専攻科保育専攻

３．社会の 様々な 問題に関心を向け、
幼児教育・保育の現場で他者と協力して
対応する行動力を身につけている。

３．社会の問題を多角的に捉え、客観的
に把握するとともに、他の専門職と協働
して解決に向けて行動するリーダーシッ
プを身につけている。

1.できる 30名 3名

2.ある程度できる 24名 4名

3.あまりできない 3名 0名

4.できない 0名 0名

計 57名 7名

保育科 専攻科保育専攻

４．各々の関心に基づく得意分野を持
ち、 幼児教育・保育の実践に活かすこ
とができる。

４．各々の得意分野をさらに磨き、幼児
教育・保育の実践に必要な高い技術を
持っている。

1.できる 28名 2名

2.ある程度できる 25名 5名

3.あまりできない 4名 0名

4.できない 0名 0名

計 57名 7名

42.9%42.9%

52.6%52.6%

57.1%57.1%

42.1%42.1%

0.0%

5.3%

0.

0.

専攻科保育専攻

保育科

0% 25% 50% 75% 100%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

DP3

28.6%28.6%

49.1%49.1%

71.4%71.4%

43.9%43.9%

0.0%

7.0%

0.

0.

専攻科保育専攻

保育科

0% 25% 50% 75% 100%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

DP4



ＤＰ（１〜５）別集計結果 短⼤（2023年度１年⽣）

3

＜ＤＰ５＞

専攻科保育専攻

５．一定のテーマについて根拠に基づい
て論理的に考察し、的確に表現すること
ができる。

1.できる 1名

2.ある程度できる 6名

3.あまりできない 0名

4.できない 0名

計 7名

14.3%14.3% 85.7%85.7% 0専攻科保育専攻

0% 25% 50% 75%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

DP5



各学科別集計結果（2023年度１年⽣） 

＜音楽学科＞

ディプロマ・ポリシー

ディプロマ・ポリシー

ＤＰ１：基礎的汎用的
スキル

ＤＰ２：自律性
ＤＰ３：課題発見・社
会貢献性

ＤＰ４：知識活用

1.基礎的汎用的スキル
：人のもつ多様性を認
め、コミュニケーショ
ン能力や課題解決能力
など、卒業後の社会で
求められる汎用的なス
キルを身につけること
ができます。

2.主体的に課題を発見
し、目標達成のため継
続的に自己研鑽を積み
重ねることができま
す。

3.課題発見・社会貢献
性：現代社会の多様な
問題について関心をも
ち、音楽を通して解決
を図ることができま
す。

4.４年間で修得した専
門的な知識やスキル
を、実社会のニーズに
応じて活用することが
できます。

1.できる 24名 27名 20名 20名

2.ある程度できる 31名 28名 34名 31名

3.あまりできない 6名 6名 7名 10名

4.できない 0名 0名 0名

計 61名 61名 61名 61名

ＤＰ１：基礎的汎用的
スキル

ＤＰ２：自律性
ＤＰ３：課題発見・社
会貢献性

ＤＰ４：知識活用

1.人のもつ多様性を認
め、コミュニケーショ
ン能力や課題解決能力
など、卒業後の社会で
求められる汎用的なス
キルを身につけること
ができます。

2.主体的に自己表現を
具現化し、技術向上の
ため継続的に自己研鑽
を積み重ねることがで
きます。

3.現代社会の多様な問
題について関心をも
ち、美術・デザインを
通して問題を提起し、
解決を図ることができ
ます。

4.４年間で修得した専
門的な知識やスキル
を、実社会のニーズに
応じて活用することが
できます。

1.できる 11名 27名 15名 16名

2.ある程度できる 40名 20名 24名 28名

3.あまりできない 2名 6名 13名 8名

4.できない 0名 0名 1名 1名

計 53名 53名 53名 53名

＜美術学科＞

32.8%32.8%

32.8%32.8%

44.3%44.3%

39.3%39.3%

50.8%50.8%

55.7%55.7%

45.9%45.9%

50.8%50.8%

16.4%16.4%

11.5%11.5%

9.8%9.8%

9.8%9.8%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

DP4

DP3

DP2

DP1

0% 25% 50% 75% 100%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

30.2%30.2%

28.3%28.3%

50.9%50.9%

20.8%20.8%

50.9%50.9%

43.6%43.6%

36.4%36.4%

72.7%72.7%

14.5%14.5%

23.6%23.6%

10.9%10.9%

3.6%

1.8%

1.8%

0.0%

0.0%

DP4

DP3

DP2

DP1

0% 25% 50% 75% 100%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない



各学科別集計結果（2023年度１年⽣） 

＜地域社会学科＞

ディプロマ・ポリシー

ＤＰ１：基礎的汎用的
スキル

ＤＰ２：自律性
ＤＰ３：課題発見・社
会貢献性

ＤＰ４：知識活用

1.コミュニケーション
能力や課題解決能力な
ど、卒業後の社会で求
められる汎用的なスキ
ルを身につけ、ニーズ
に応じて活用すること
ができます。

2.自律性：主体的に課
題に取り組み、目標達
成に向けて持続的に努
力を重ねることができ
ます。

3.課題発見・社会貢献
性：調査・研究を通じ
て社会の現状を深く分
析・考察し、地域社会
の課題発見やその解決
に向けて積極的に貢献
することができます。

4.知識活用：社会人と
して必要な基礎力を基
盤とし、社会学のさま
ざまな分野における専
門的知識を、現実社会
のニーズに応じて活用
することができます。

1.できる 11名 18名 14名 13名

2.ある程度できる 39名 34名 31名 31名

3.あまりできない 15名 13名 20名 20名

4.できない 1名 1名 1名 2名

計 66名 66名 66名 66名

19.7%19.7%

21.2%21.2%

27.3%27.3%

16.7%16.7%

47.0%47.0%

47.0%47.0%

51.5%51.5%

59.1%59.1%

30.3%30.3%

30.3%30.3%

19.7%19.7%

22.7%22.7%

3.0%

1.5%

1.5%

1.5%

DP4

DP3

DP2

DP1

0% 25% 50% 75% 100%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない



各学科別集計結果（2023年度１年⽣） 

＜保育科＞

＜専攻科保育専攻＞

ディプロマ・ポリシー

ディプロマ・ポリシー

ＤＰ１：人間性 ＤＰ２：知識理解 ＤＰ３：協調性 ＤＰ４：知識活用

１．建学の精神に基づ
いた豊かな人間性と、
真理を探求する姿勢を
持ち、社会人としての
基礎的教養を身につけ
ている。

２．幼児教育・保育に
かかわる理論と技術、
子どもの成長・発達に
ついての専門的知識を
修得している。

３．社会の 様々な 問
題に関心を向け、幼児
教育・保育の現場で他
者と協力して対応する
行動力を身につけてい
る。

４．各々の関心に基づ
く得意分野を持ち、
幼児教育・保育の実践
に活かすことができ
る。

1.できる 29名 27名 30名 28名

2.ある程度できる 26名 27名 24名 25名

3.あまりできない 2名 3名 3名 4名

4.できない 0名 0名 0名 0名

計 57名 57名 57名 57名

ＤＰ１：人間性 ＤＰ２：知識理解 ＤＰ３：協調性 ＤＰ４：知識活用 ＤＰ５：論理的思考力

１．建学の精神に基づ
いた豊かな人間性と、
学びの成果を活用して
社会に貢献しようとす
る使命感を持ち、社会
人としての教養を身に
つけている。

２．幼児教育・保育に
かかわる理論を自分な
りに理解するととも
に、子どもの成長・発
達についての幅広い専
門的知識を修得してい
る。

３．社会の問題を多角
的に捉え、客観的に把
握するとともに、他の
専門職と協働して解決
に向けて行動するリー
ダーシップを身につけ
ている。

４．各々の得意分野を
さらに磨き、幼児教
育・保育の実践に必要
な高い技術を持ってい
る。

５．一定のテーマにつ
いて根拠に基づいて論
理的に考察し、的確に
表現することができ
る。

1.できる 4名 3名 3名 2名 1名

2.ある程度できる 3名 4名 4名 5名 6名

3.あまりできない 0名 0名 0名 0名 0名

4.できない 0名 0名 0名 0名 0名

計 7名 7名 7名 7名 7名

49.1%49.1%

52.6%52.6%

49.1%49.1%

50.9%50.9%

43.9%43.9%

42.1%42.1%

43.9%43.9%

45.6%45.6%

7.0%7.0%

5.3%

7.0%7.0%

3.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

DP4

DP3

DP2

DP1

0% 25% 50% 75% 100%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

14.3%14.3%

28.6%28.6%

42.9%42.9%

42.9%42.9%

57.1%57.1%

85.7%85.7%

71.4%71.4%

57.1%57.1%

57.1%57.1%

42.9%42.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

DP5

DP4

DP3

DP2

DP1

0% 25% 50% 75% 100%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない



ＤＰ（１〜５）別集計結果（2023年度2年⽣）

1

＜ＤＰ１＞

＜ＤＰ２＞

ＤＰ１：主体的に目標を貫徹する力（自律性）

音楽学科 美術学科 地域社会学科

1.主体的に生きがいや課題を
見出し、将来的な目標に向け
て、持続的に自己研鑽を積み
重ねていくことができます。

1.主体的に自己表現を具現化
し、技術向上のため継続的に
自己研鑽を積み重ねることが
できます。

1.主体的に地域社会における
課題を見出し、その解決に向
け、持続的に努力を重ねるこ
とができます。

1.できる 24名 20名 16名

2.ある程度できる 28名 33名 28名

3.あまりできない 5名 6名 10名

4.できない 0名 0名 0名

計 57名 59名 54名

ＤＰ２：社会に貢献する姿勢（課題発見・社会貢献性）

音楽学科 美術学科 地域社会学科

2.音楽を通じて自己を表現し
ながら、さまざまな人々と感
性的交流の場を創出し、音楽
の力によって社会における課
題解決に取り組むことができ
ます。

2.現代社会の多様な問題につ
いて考察し、美術を通じ問題
解決を図ることができます。

2.フィールドワークや社会調
査を通じて地域社会の課題を
発見し、課題解決に向けて積
極的に貢献することができま
す。

1.できる 23名 12名 16名

2.ある程度できる 25名 29名 29名

3.あまりできない 9名 17名 7名

4.できない 0名 1名 2名

計 57名 59名 54名

29.6%29.6%

33.9%33.9%

42.1%42.1%

51.9%51.9%

55.9%55.9%

49.1%49.1%

18.5%18.5%

10.2%10.2%

8.8%8.8%

0.0%

0.0%

0.0%

地域社会学科

美術学科

⾳楽学科

0% 25% 50% 75% 100%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

DP1

29.6%29.6%

20.3%20.3%

40.4%40.4%

53.7%53.7%

49.2%49.2%

43.9%43.9%

13.0%13.0%

28.8%28.8%

15.8%15.8%

3.7%

1.7%

0.0%

地域社会学科

美術学科

⾳楽学科

0% 25% 50% 75% 100%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

DP2



ＤＰ（１〜５）別集計結果（2023年度2年⽣）

2

＜ＤＰ３＞

＜ＤＰ４＞

ＤＰ３：多様な価値観・個性を受容し、共に努力し合える能力（協調性）

音楽学科 美術学科 地域社会学科

3.音楽による相互交流を通し
て、個性を発揮しながら、他
者の個性も理解し尊重する姿
勢をもち、共に努力すること
ができます。

3.西洋及び日本の芸術・文化
や伝統の普遍的価値を理解
し、異なる価値観や個性を受
容し、他者を尊重し協力し合
うことができます。

3.地域社会の企業・施設・行
政機関での社会体験・職場体
験を通して、働くことの意義
への理解を深めつつ、社会性
をもって協働することができ
ます。

1.できる 29名 34名 21名

2.ある程度できる 25名 20名 26名

3.あまりできない 2名 5名 6名

4.できない 1名 0名 1名

計 57名 59名 54名

ＤＰ４：社会で求められる基礎的汎用的スキル（基礎的汎用的スキル）

音楽学科 美術学科 地域社会学科

4.コミュニケーション能力や
課題解決能力など、卒業後の
社会で求められる汎用的なス
キルを身につけ、ニーズに応
じて活用することができま
す。

4.コミュニケーション能力や
課題解決能力など、卒業後の
社会で求められる汎用的なス
キルを身につけ、ニーズに応
じて活用することができま
す。

4.コミュニケーション能力や
課題解決能力など、卒業後の
社会で求められる汎用的なス
キルを身につけ、ニーズに応
じて活用することができま
す。

1.できる 16名 20名 16名

2.ある程度できる 30名 24名 30名

3.あまりできない 11名 13名 7名

4.できない 0名 2名 1名

計 57名 59名 54名

38.9%38.9%

57.6%57.6%

50.9%50.9%

48.1%48.1%

33.9%33.9%

43.9%43.9%

11.1%11.1%

8.5%8.5%

3.5%

1.9%

0.0%

1.8%

地域社会学科

美術学科

⾳楽学科

0% 25% 50% 75% 100%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

DP3

29.6%29.6%

33.9%33.9%

28.1%28.1%

55.6%55.6%

40.7%40.7%

52.6%52.6%

13.0%13.0%

22.0%22.0%

19.3%19.3%

1

3

0

地域社会学科

美術学科

⾳楽学科

0% 25% 50% 75%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

DP4



ＤＰ（１〜５）別集計結果（2023年度2年⽣）

3

＜ＤＰ５＞

ＤＰ５：専門的知識・技術の修得と活用力（知識活用）

音楽学科 美術学科 地域社会学科

5.正統的な演奏技法及び専門
知識の修得に加え、音楽の実
践や研究によって培われた豊
かな感性を、現実社会のニー
ズに応じて活用することがで
きます。

5.４年間で修得した専門的な
知識やスキルを、実社会の
ニーズに応じて活用すること
ができます。

5.社会人として必要な基礎力
（コミュニケーションスキ
ル、複眼的なものの見方な
ど）を基盤とし、社会学のさ
まざまな分野（地域・公共・
福祉・家族・観光・メディア
など）における専門的知識
を、現実社会のニーズに応じ
て活用することができます。

1.できる 14名 20名 16名

2.ある程度できる 34名 25名 30名

3.あまりできない 8名 13名 7名

4.できない 1名 1名 1名

計 57名 59名 54名

29.6%29.6%

33.9%33.9%

25.9%25.9%

50.0%50.0%

42.4%42.4%

63.0%63.0%

20.4%20.4%

22.0%22.0%

14.8%14.8%

0.0%

1.7%

1.9%

地域社会学科

美術学科

⾳楽学科

0% 25% 50% 75% 100%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

DP5



各学科別集計結果（2023年度2年⽣）

1

＜音楽学科＞

ディプロマ・ポリシー

ディプロマ・ポリシー

ＤＰ１：主体的に目標
を貫徹する力（自律
性）

ＤＰ２：社会に貢献す
る姿勢（課題発見・社
会貢献性）

ＤＰ３：多様な価値
観・個性を受容し、共
に努力し合える能力
（協調性）

ＤＰ４：社会で求め
られる基礎的汎用的
スキル（基礎的汎用
的スキル）

ＤＰ５：専門的知識・
技術の修得と活用力
（知識活用）

1.主体的に生きがいや
課題を見出し、将来的
な目標に向けて、持続
的に自己研鑽を積み重
ねていくことができま
す。

2.音楽を通じて自己を
表現しながら、さまざ
まな人々と感性的交流
の場を創出し、音楽の
力によって社会におけ
る課題解決に取り組む
ことができます。

3.音楽による相互交流
を通して、個性を発揮
しながら、他者の個性
も理解し尊重する姿勢
をもち、共に努力する
ことができます。

4.コミュニケーショ
ン能力や課題解決能
力など、卒業後の社
会で求められる汎用
的なスキルを身につ
け、ニーズに応じて
活用することができ
ます。

5.正統的な演奏技法及
び専門知識の修得に加
え、音楽の実践や研究
によって培われた豊か
な感性を、現実社会の
ニーズに応じて活用す
ることができます。

1.できる 24名 23名 29名 16名 14名

2.ある程度できる 28名 25名 25名 30名 34名

3.あまりできない 5名 9名 2名 11名 8名

4.できない 0名 0名 1名 0名 1名

計 57名 57名 57名 57名 57名

ＤＰ１：主体的に目標
を貫徹する力（自律
性）

ＤＰ２：社会に貢献す
る姿勢（課題発見・社
会貢献性）

ＤＰ３：多様な価値
観・個性を受容し、共
に努力し合える能力
（協調性）

ＤＰ４：社会で求め
られる基礎的汎用的
スキル（基礎的汎用
的スキル）

ＤＰ５：専門的知識・
技術の修得と活用力
（知識活用）

1.主体的に自己表現を
具現化し、技術向上の
ため継続的に自己研鑽
を積み重ねることがで
きます。

2.現代社会の多様な問
題について考察し、美
術を通じ問題解決を図
ることができます。

3.西洋及び日本の芸
術・文化や伝統の普遍
的価値を理解し、異な
る価値観や個性を受容
し、他者を尊重し協力
し合うことができま
す。

4.コミュニケーショ
ン能力や課題解決能
力など、卒業後の社
会で求められる汎用
的なスキルを身につ
け、ニーズに応じて
活用することができ
ます。

5.４年間で修得した専
門的な知識やスキル
を、実社会のニーズに
応じて活用することが
できます。

1.できる 20名 12名 34名 20名 20名

2.ある程度できる 33名 29名 20名 24名 25名

3.あまりできない 6名 17名 5名 13名 13名

4.できない 0名 1名 0名 2名 1名

計 59名 59名 59名 59名 59名

＜美術学科＞

24.6%24.6%

28.1%28.1%

50.9%50.9%

40.4%40.4%

42.1%42.1%

59.6%59.6%

52.6%52.6%

43.9%43.9%

43.9%43.9%

49.1%49.1%

14.0%14.0%

19.3%19.3%

3.5%

15.8%15.8%

8.8%8.8%

1.8%

0.0%

1.8%

0.0%

0.0%

DP5

DP4

DP3

DP2

DP1

0% 25% 50% 75% 100%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

33.9%33.9%

33.9%33.9%

57.6%57.6%

20.3%20.3%

33.9%33.9%

42.4%42.4%

40.7%40.7%

33.9%33.9%

49.2%49.2%

55.9%55.9%

22.0%22.0%

22.0%22.0%

8.5%8.5%

28.8%28.8%

10.2%10.2%

1.7%

3.4%

0.0%

1.7%

0.0%

DP5

DP4

DP3

DP2

DP1

0% 25% 50% 75% 100%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない



各学科別集計結果（2023年度2年⽣）

2

＜地域社会学科＞

ディプロマ・ポリシー

ＤＰ１：主体的に目標
を貫徹する力（自律
性）

ＤＰ２：社会に貢献す
る姿勢（課題発見・社
会貢献性）

ＤＰ５：専門的知識・
技術の修得と活用力
（知識活用）

1.主体的に地域社会に
おける課題を見出し、
その解決に向け、持続
的に努力を重ねること
ができます。

2.フィールドワークや
社会調査を通じて地域
社会の課題を発見し、
課題解決に向けて積極
的に貢献することがで
きます。

3.地域社会の企業・施
設・行政機関での社会
体験・職場体験を通し
て、働くことの意義へ
の理解を深めつつ、社
会性をもって協働する
ことができます。

4.コミュニケーショ
ン能力や課題解決能
力など、卒業後の社
会で求められる汎用
的なスキルを身につ
け、ニーズに応じて
活用することができ
ます。

5.社会人として必要な
基礎力（コミュニケー
ションスキル、複眼的
なものの見方など）を
基盤とし、社会学のさ
まざまな分野（地域・
公共・福祉・家族・観
光・メディアなど）に
おける専門的知識を、
現実社会のニーズに応
じて活用することがで
きます。

1.できる 16名 16名 21名 16名 16名

2.ある程度できる 28名 29名 26名 30名 27名

3.あまりできない 10名 7名 6名 7名 11名

4.できない 0名 2名 1名 1名 0名

計 54名 54名 54名 54名 54名

ＤＰ３：多様な価値
観・個性を受容し、共
に努力し合える能力
（協調性）

ＤＰ４：社会で求め
られる基礎的汎用的
スキル（基礎的汎用
的スキル）

29.6%29.6%

29.6%29.6%

38.9%38.9%

29.6%29.6%

29.6%29.6%

50.0%50.0%

55.6%55.6%

48.1%48.1%

53.7%53.7%

51.9%51.9%

20.4%20.4%

13.0%13.0%

11.1%11.1%

13.0%13.0%

18.5%18.5%

0

1

1

3

0

DP5

DP4

DP3

DP2

DP1

0% 25% 50% 75%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない



ＤＰ（１〜５）別集計結果（2023年度3年⽣）

1

＜ＤＰ１＞

＜ＤＰ２＞

ＤＰ１：主体的に目標を貫徹する力（自律性）

音楽学科 美術学科 地域社会学科

1.主体的に生きがいや課題を
見出し、将来的な目標に向け
て、持続的に自己研鑽を積み
重ねていくことができます。

1.主体的に自己表現を具現化
し、技術向上のため継続的に
自己研鑽を積み重ねることが
できます。

1.主体的に地域社会における
課題を見出し、その解決に向
け、持続的に努力を重ねるこ
とができます。

1.できる 19名 14名 15名

2.ある程度できる 21名 26名 25名

3.あまりできない 6名 5名 2名

4.できない 0名 0名 0名

計 46名 45名 42名

ＤＰ２：社会に貢献する姿勢（課題発見・社会貢献性）

音楽学科 美術学科 地域社会学科

2.音楽を通じて自己を表現し
ながら、さまざまな人々と感
性的交流の場を創出し、音楽
の力によって社会における課
題解決に取り組むことができ
ます。

2.現代社会の多様な問題につ
いて考察し、美術を通じ問題
解決を図ることができます。

2.フィールドワークや社会調
査を通じて地域社会の課題を
発見し、課題解決に向けて積
極的に貢献することができま
す。

1.できる 19名 10名 22名

2.ある程度できる 21名 27名 18名

3.あまりできない 5名 7名 2名

4.できない 1名 1名 0名

計 46名 45名 42名

35.7%35.7%

25.5%25.5%

37.3%37.3%

59.5%59.5%

70.3%70.3%

58.3%58.3%

4.8%

13.5%13.5%

16.7%16.7%

0.0

0.0%

0.0%

地域社会学科

美術学科

⾳楽学科

0% 25% 50% 75% 100%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

DP1

52.4%52.4%

18.2%18.2%

37.3%37.3%

42.9%42.9%

49.1%49.1%

41.2%41.2%

4.8%

12.7%12.7%

9.8%9.8%

0

1.8%

2.0%

地域社会学科

美術学科

⾳楽学科

0% 25% 50% 75% 100%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

DP2



ＤＰ（１〜５）別集計結果（2023年度3年⽣）

2

＜ＤＰ３＞

＜ＤＰ４＞

ＤＰ３：多様な価値観・個性を受容し、共に努力し合える能力（協調性）

音楽学科 美術学科 地域社会学科

3.音楽による相互交流を通し
て、個性を発揮しながら、他
者の個性も理解し尊重する姿
勢をもち、共に努力すること
ができます。

3.西洋及び日本の芸術・文化
や伝統の普遍的価値を理解
し、異なる価値観や個性を受
容し、他者を尊重し協力し合
うことができます。

3.地域社会の企業・施設・行
政機関での社会体験・職場体
験を通して、働くことの意義
への理解を深めつつ、社会性
をもって協働することができ
ます。

1.できる 27名 21名 22名

2.ある程度できる 14名 21名 19名

3.あまりできない 4名 3名 1名

4.できない 1名 0名 0名

計 46名 45名 42名

ＤＰ４：社会で求められる基礎的汎用的スキル（基礎的汎用的スキル）

音楽学科 美術学科 地域社会学科

4.コミュニケーション能力や
課題解決能力など、卒業後の
社会で求められる汎用的なス
キルを身につけ、ニーズに応
じて活用することができま
す。

4.コミュニケーション能力や
課題解決能力など、卒業後の
社会で求められる汎用的なス
キルを身につけ、ニーズに応
じて活用することができま
す。

4.コミュニケーション能力や
課題解決能力など、卒業後の
社会で求められる汎用的なス
キルを身につけ、ニーズに応
じて活用することができま
す。

1.できる 18名 10名 24名

2.ある程度できる 21名 29名 15名

3.あまりできない 6名 6名 3名

4.できない 1名 0名 0名

計 46名 45名 42名

52.4%52.4%

38.2%38.2%

52.9%52.9%

45.2%45.2%

38.2%38.2%

27.5%27.5%

2.4%

5.5%

7.8%7.8%

0.

0.

2.0%

地域社会学科

美術学科

⾳楽学科

0% 25% 50% 75% 100%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

DP3

57.1%57.1%

18.2%18.2%

35.3%35.3%

35.7%35.7%

52.7%52.7%

41.2%41.2%

7.1%7.1%

10.9%10.9%

11.8%11.8%

0.0%

0.0%

2.0%

地域社会学科

美術学科

⾳楽学科

0% 25% 50% 75% 100%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

DP4



ＤＰ（１〜５）別集計結果（2023年度3年⽣）

3

＜ＤＰ５＞

ＤＰ５：専門的知識・技術の修得と活用力（知識活用）

音楽学科 美術学科 地域社会学科

5.正統的な演奏技法及び専門
知識の修得に加え、音楽の実
践や研究によって培われた豊
かな感性を、現実社会のニー
ズに応じて活用することがで
きます。

5.４年間で修得した専門的な
知識やスキルを、実社会の
ニーズに応じて活用すること
ができます。

5.社会人として必要な基礎力
（コミュニケーションスキ
ル、複眼的なものの見方な
ど）を基盤とし、社会学のさ
まざまな分野（地域・公共・
福祉・家族・観光・メディア
など）における専門的知識
を、現実社会のニーズに応じ
て活用することができます。

1.できる 17名 10名 22名

2.ある程度できる 20名 23名 19名

3.あまりできない 8名 10名 1名

4.できない 1名 2名 0名

計 46名 45名 42名

52.4%52.4%

18.2%18.2%

33.3%33.3%

45.2%45.2%

41.8%41.8%

39.2%39.2%

2.4%

18.2%18.2%

15.7%15.7%

0.0

3.6%

2.0%

地域社会学科

美術学科

⾳楽学科

0% 25% 50% 75% 100%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

DP5



各学科別集計結果（2023年度3年⽣）

1

＜音楽学科＞

ディプロマ・ポリシー

ディプロマ・ポリシー

ＤＰ１：主体的に目標
を貫徹する力（自律
性）

ＤＰ２：社会に貢献す
る姿勢（課題発見・社
会貢献性）

ＤＰ３：多様な価値
観・個性を受容し、共
に努力し合える能力
（協調性）

ＤＰ４：社会で求め
られる基礎的汎用的
スキル（基礎的汎用
的スキル）

ＤＰ５：専門的知識・
技術の修得と活用力
（知識活用）

1.主体的に生きがいや
課題を見出し、将来的
な目標に向けて、持続
的に自己研鑽を積み重
ねていくことができま
す。

2.音楽を通じて自己を
表現しながら、さまざ
まな人々と感性的交流
の場を創出し、音楽の
力によって社会におけ
る課題解決に取り組む
ことができます。

3.音楽による相互交流
を通して、個性を発揮
しながら、他者の個性
も理解し尊重する姿勢
をもち、共に努力する
ことができます。

4.コミュニケーショ
ン能力や課題解決能
力など、卒業後の社
会で求められる汎用
的なスキルを身につ
け、ニーズに応じて
活用することができ
ます。

5.正統的な演奏技法及
び専門知識の修得に加
え、音楽の実践や研究
によって培われた豊か
な感性を、現実社会の
ニーズに応じて活用す
ることができます。

1.できる 19名 19名 27名 18名 17名

2.ある程度できる 21名 21名 14名 21名 20名

3.あまりできない 6名 5名 4名 6名 8名

4.できない 0名 1名 1名 1名 1名

計 46名 46名 46名 46名 46名

ＤＰ１：主体的に目標
を貫徹する力（自律
性）

ＤＰ２：社会に貢献す
る姿勢（課題発見・社
会貢献性）

ＤＰ３：多様な価値
観・個性を受容し、共
に努力し合える能力
（協調性）

ＤＰ４：社会で求め
られる基礎的汎用的
スキル（基礎的汎用
的スキル）

ＤＰ５：専門的知識・
技術の修得と活用力
（知識活用）

1.主体的に自己表現を
具現化し、技術向上の
ため継続的に自己研鑽
を積み重ねることがで
きます。

2.現代社会の多様な問
題について考察し、美
術を通じ問題解決を図
ることができます。

3.西洋及び日本の芸
術・文化や伝統の普遍
的価値を理解し、異な
る価値観や個性を受容
し、他者を尊重し協力
し合うことができま
す。

4.コミュニケーショ
ン能力や課題解決能
力など、卒業後の社
会で求められる汎用
的なスキルを身につ
け、ニーズに応じて
活用することができ
ます。

5.４年間で修得した専
門的な知識やスキル
を、実社会のニーズに
応じて活用することが
できます。

1.できる 14名 10名 21名 10名 10名

2.ある程度できる 26名 27名 21名 29名 23名

3.あまりできない 5名 7名 3名 6名 10名

4.できない 0名 1名 0名 0名 2名

計 45名 45名 45名 45名 45名

＜美術学科＞

33.3%33.3%

35.3%35.3%

52.9%52.9%

37.3%37.3%

37.3%37.3%

39.2%39.2%

41.2%41.2%

27.5%27.5%

41.2%41.2%

41.2%41.2%

15.7%15.7%

11.8%11.8%

7.8%7.8%

9.8%9.8%

11.8%11.8%

2

2

2

2

0

DP5

DP4

DP3

DP2

DP1

0% 25% 50% 75%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

18.2%18.2%

18.2%18.2%

38.2%38.2%

18.2%18.2%

25.5%25.5%

41.8%41.8%

52.7%52.7%

38.2%38.2%

49.1%49.1%

47.3%47.3%

18.2%18.2%

10.9%10.9%

5.5%5.5%

12.7%12.7%

9.1%9.1%

3.6%

0.0%

0.0%

1.8%

0.0%

DP5

DP4

DP3

DP2

DP1

0% 25% 50% 75% 100%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない



各学科別集計結果（2023年度3年⽣）

2

＜地域社会学科＞

ディプロマ・ポリシー

ＤＰ１：主体的に目標
を貫徹する力（自律
性）

ＤＰ２：社会に貢献す
る姿勢（課題発見・社
会貢献性）

ＤＰ５：専門的知識・
技術の修得と活用力
（知識活用）

1.主体的に地域社会に
おける課題を見出し、
その解決に向け、持続
的に努力を重ねること
ができます。

2.フィールドワークや
社会調査を通じて地域
社会の課題を発見し、
課題解決に向けて積極
的に貢献することがで
きます。

3.地域社会の企業・施
設・行政機関での社会
体験・職場体験を通し
て、働くことの意義へ
の理解を深めつつ、社
会性をもって協働する
ことができます。

4.コミュニケーショ
ン能力や課題解決能
力など、卒業後の社
会で求められる汎用
的なスキルを身につ
け、ニーズに応じて
活用することができ
ます。

5.社会人として必要な
基礎力（コミュニケー
ションスキル、複眼的
なものの見方など）を
基盤とし、社会学のさ
まざまな分野（地域・
公共・福祉・家族・観
光・メディアなど）に
おける専門的知識を、
現実社会のニーズに応
じて活用することがで
きます。

1.できる 15名 22名 22名 24名 22名

2.ある程度できる 25名 18名 19名 15名 19名

3.あまりできない 2名 2名 1名 3名 1名

4.できない 0名 0名 0名 0名 0名

計 42名 42名 42名 42名 42名

ＤＰ３：多様な価値
観・個性を受容し、共
に努力し合える能力
（協調性）

ＤＰ４：社会で求め
られる基礎的汎用的
スキル（基礎的汎用
的スキル）

52.4%52.4%

57.1%57.1%

52.4%52.4%

52.4%52.4%

35.7%35.7%

45.2%45.2%

35.7%35.7%

45.2%45.2%

42.9%42.9%

59.5%59.5%

2.4%

7.1%7.1%

2.4%

4.8%

4.8%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

DP5

DP4

DP3

DP2

DP1

0% 25% 50% 75% 100%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない



ＤＰ（１〜５）別集計結果 ⼤学（2023年度卒業⽣）

1

＜ＤＰ１＞

＜ＤＰ２＞

ＤＰ１：主体的に目標を貫徹する力（自律性）

音楽学科 美術学科 地域社会学科

1.主体的に生きがいや課題を
見出し、将来的な目標に向け
て、持続的に自己研鑽を積み
重ねていくことができます。

1.主体的に自己表現を具現化
し、技術向上のため継続的に
自己研鑽を積み重ねることが
できます。

1.主体的に地域社会における
課題を見出し、その解決に向
け、持続的に努力を重ねるこ
とができます。

1.できる 27名 25名 21名

2.ある程度できる 20名 25名 23名

3.あまりできない 4名 4名 6名

4.できない 0名 1名 1名

計 51名 55名 51名

ＤＰ２：社会に貢献する姿勢（課題発見・社会貢献性）

音楽学科 美術学科 地域社会学科

2.音楽を通じて自己を表現し
ながら、さまざまな人々と感
性的交流の場を創出し、音楽
の力によって社会における課
題解決に取り組むことができ
ます。

2.現代社会の多様な問題につ
いて考察し、美術を通じ問題
解決を図ることができます。

2.フィールドワークや社会調
査を通じて地域社会の課題を
発見し、課題解決に向けて積
極的に貢献することができま
す。

1.できる 27名 13名 17名

2.ある程度できる 20名 29名 30名

3.あまりできない 3名 12名 4名

4.できない 1名 1名 0名

計 51名 55名 51名

41.2%41.2%

45.5%45.5%

52.9%52.9%

45.1%45.1%

67.6%67.6%

55.6%55.6%

11.8%11.8%

10.8%10.8%

11.1%11.1%

2.0%

2.7%

0.0%

地域社会学科

美術学科

⾳楽学科

0% 25% 50% 75% 100%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

DP1

33.3%33.3%

23.6%23.6%

52.9%52.9%

58.8%58.8%

52.7%52.7%

39.2%39.2%

7.8%7.8%

21.8%21.8%

5.9%

0.0%

1.8%

2

地域社会学科

美術学科

⾳楽学科

0% 25% 50% 75% 100%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

DP2



ＤＰ（１〜５）別集計結果 ⼤学（2023年度卒業⽣）

2

＜ＤＰ３＞

＜ＤＰ４＞

ＤＰ３：多様な価値観・個性を受容し、共に努力し合える能力（協調性）

音楽学科 美術学科 地域社会学科

3.音楽による相互交流を通し
て、個性を発揮しながら、他
者の個性も理解し尊重する姿
勢をもち、共に努力すること
ができます。

3.西洋及び日本の芸術・文化
や伝統の普遍的価値を理解
し、異なる価値観や個性を受
容し、他者を尊重し協力し合
うことができます。

3.地域社会の企業・施設・行
政機関での社会体験・職場体
験を通して、働くことの意義
への理解を深めつつ、社会性
をもって協働することができ
ます。

1.できる 32名 22名 25名

2.ある程度できる 17名 29名 22名

3.あまりできない 1名 4名 3名

4.できない 1名 0名 1名

計 51名 55名 51名

ＤＰ４：社会で求められる基礎的汎用的スキル（基礎的汎用的スキル）

音楽学科 美術学科 地域社会学科

4.コミュニケーション能力や
課題解決能力など、卒業後の
社会で求められる汎用的なス
キルを身につけ、ニーズに応
じて活用することができま
す。

4.コミュニケーション能力や
課題解決能力など、卒業後の
社会で求められる汎用的なス
キルを身につけ、ニーズに応
じて活用することができま
す。

4.コミュニケーション能力や
課題解決能力など、卒業後の
社会で求められる汎用的なス
キルを身につけ、ニーズに応
じて活用することができま
す。

1.できる 19名 20名 23名

2.ある程度できる 27名 24名 25名

3.あまりできない 5名 10名 3名

4.できない 0名 1名 0名

計 51名 55名 51名

49.0%49.0%

40.0%40.0%

62.7%62.7%

43.1%43.1%

52.7%52.7%

33.3%33.3%

5.9%

7.3%7.3%

2.0%

2.0

0.0%

2.0

地域社会学科

美術学科

⾳楽学科

0% 25% 50% 75% 100%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

DP3

45.1%45.1%

36.4%36.4%

37.3%37.3%

49.0%49.0%

43.6%43.6%

52.9%52.9%

5.9%

18.2%18.2%

9.8%9.8%

0.0%

1.8%

0.0%

地域社会学科

美術学科

⾳楽学科

0% 25% 50% 75% 100%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

DP4



ＤＰ（１〜５）別集計結果 ⼤学（2023年度卒業⽣）

3

＜ＤＰ５＞

ＤＰ５：専門的知識・技術の修得と活用力（知識活用）

音楽学科 美術学科 地域社会学科

5.正統的な演奏技法及び専門
知識の修得に加え、音楽の実
践や研究によって培われた豊
かな感性を、現実社会のニー
ズに応じて活用することがで
きます。

5.４年間で修得した専門的な
知識やスキルを、実社会の
ニーズに応じて活用すること
ができます。

5.社会人として必要な基礎力
（コミュニケーションスキ
ル、複眼的なものの見方な
ど）を基盤とし、社会学のさ
まざまな分野（地域・公共・
福祉・家族・観光・メディア
など）における専門的知識
を、現実社会のニーズに応じ
て活用することができます。

1.できる 16名 24名 21名

2.ある程度できる 26名 23名 27名

3.あまりできない 9名 6名 3名

4.できない 0名 2名 0名

計 51名 55名 51名

41.2%41.2%

43.6%43.6%

31.4%31.4%

52.9%52.9%

41.8%41.8%

51.0%51.0%

5.9%

10.9%10.9%

17.6%17.6%

0.0

3.6%

0.0%

地域社会学科

美術学科

⾳楽学科

0% 25% 50% 75% 100%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

DP5



ＤＰ（１〜５）別集計結果 短⼤（2023年度卒業⽣）

1

＜ＤＰ１＞

＜ＤＰ２＞

保育科 専攻科保育専攻

１．建学の精神に基づいた豊かな人間性
と、真理を探求する姿勢を持ち、社会人
としての基礎的教養を身につけている。

１．建学の精神に基づいた豊かな人間性
と、学びの成果を活用して社会に貢献し
ようとする使命感を持ち、社会人として
の教養を身につけている。

1.できる 29名 7名

2.ある程度できる 45名 2名

3.あまりできない 2名 0名

4.できない 0名 0名

計 76名 9名

保育科 専攻科保育専攻

２．幼児教育・保育にかかわる理論と技
術、子どもの成長・発達についての専門
的知識を修得している。

２．幼児教育・保育にかかわる理論を自
分なりに理解するとともに、子どもの成
長・発達についての幅広い専門的知識を
修得している。

1.できる 38名 7名

2.ある程度できる 38名 2名

3.あまりできない 0名 0名

4.できない 0名 0名

計 76名 9名

77.8%77.8%

38.2%38.2%

22.2%22.2%

86.5%86.5%

0.0%

3.8%

0.

0.

専攻科保育専攻

保育科

0% 25% 50% 75% 100%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

DP1

77.8%77.8%

50.0%50.0%

22.2%22.2%

50.0%50.0%

0

0

専攻科保育専攻

保育科

0% 25% 50% 75%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

DP2



ＤＰ（１〜５）別集計結果 短⼤（2023年度卒業⽣）

2

＜ＤＰ３＞

＜ＤＰ４＞

保育科 専攻科保育専攻

３．社会の 様々な 問題に関心を向け、
幼児教育・保育の現場で他者と協力して
対応する行動力を身につけている。

３．社会の問題を多角的に捉え、客観的
に把握するとともに、他の専門職と協働
して解決に向けて行動するリーダーシッ
プを身につけている。

1.できる 42名 5名

2.ある程度できる 34名 2名

3.あまりできない 0名 2名

4.できない 0名 0名

計 76名 9名

保育科 専攻科保育専攻

４．各々の関心に基づく得意分野を持
ち、 幼児教育・保育の実践に活かすこ
とができる。

４．各々の得意分野をさらに磨き、幼児
教育・保育の実践に必要な高い技術を
持っている。

1.できる 40名 6名

2.ある程度できる 36名 3名

3.あまりできない 0名 0名

4.できない 0名 0名

計 76名 9名

55.6%55.6%

55.3%55.3%

22.2%22.2%

44.7%44.7%

22.2%22.2%

0

0専攻科保育専攻

保育科

0% 25% 50% 75%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

DP3

66.7%66.7%

52.6%52.6%

33.3%33.3%

47.4%47.4%

0

0

専攻科保育専攻

保育科

0% 25% 50% 75%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

DP4



ＤＰ（１〜５）別集計結果 短⼤（2023年度卒業⽣）

3

＜ＤＰ５＞

専攻科保育専攻

５．一定のテーマについて根拠に基づい
て論理的に考察し、的確に表現すること
ができる。

1.できる 3名

2.ある程度できる 6名

3.あまりできない 0名

4.できない 0名

計 9名

33.3%33.3% 66.7%66.7% 0専攻科保育専攻

0% 25% 50% 75%

1.できる 2.ある程度できる 3.あまりできない 4.できない

DP5



各学科別集計結果（2023年度卒業⽣）

1

＜音楽学科＞

ディプロマ・ポリシー

ディプロマ・ポリシー

ＤＰ１：主体的に目標
を貫徹する力（自律
性）

ＤＰ２：社会に貢献す
る姿勢（課題発見・社
会貢献性）

ＤＰ３：多様な価値
観・個性を受容し、共
に努力し合える能力
（協調性）

ＤＰ４：社会で求めら
れる基礎的汎用的スキ
ル（基礎的汎用的スキ
ル）

ＤＰ５：専門的知識・
技術の修得と活用力
（知識活用）

1.主体的に生きがいや
課題を見出し、将来的
な目標に向けて、持続
的に自己研鑽を積み重
ねていくことができま
す。

2.音楽を通じて自己を
表現しながら、さまざ
まな人々と感性的交流
の場を創出し、音楽の
力によって社会におけ
る課題解決に取り組む
ことができます。

3.音楽による相互交流
を通して、個性を発揮
しながら、他者の個性
も理解し尊重する姿勢
をもち、共に努力する
ことができます。

4.コミュニケーション
能力や課題解決能力な
ど、卒業後の社会で求
められる汎用的なスキ
ルを身につけ、ニーズ
に応じて活用すること
ができます。

5.正統的な演奏技法及
び専門知識の修得に加
え、音楽の実践や研究
によって培われた豊か
な感性を、現実社会の
ニーズに応じて活用す
ることができます。

1.できる 27名 27名 32名 19名 16名

2.ある程度できる 20名 20名 17名 27名 26名

3.あまりできない 4名 3名 1名 5名 9名

4.できない 0名 1名 1名 0名

計 51名 51名 51名 51名 51名

ＤＰ１：主体的に目標
を貫徹する力（自律
性）

ＤＰ２：社会に貢献す
る姿勢（課題発見・社
会貢献性）

ＤＰ５：専門的知識・
技術の修得と活用力
（知識活用）

1.主体的に自己表現を
具現化し、技術向上の
ため継続的に自己研鑽
を積み重ねることがで
きます。

2.現代社会の多様な問
題について考察し、美
術を通じ問題解決を図
ることができます。

3.西洋及び日本の芸
術・文化や伝統の普遍
的価値を理解し、異な
る価値観や個性を受容
し、他者を尊重し協力
し合うことができま
す。

4.コミュニケーション
能力や課題解決能力な
ど、卒業後の社会で求
められる汎用的なスキ
ルを身につけ、ニーズ
に応じて活用すること
ができます。

5.４年間で修得した専
門的な知識やスキル
を、実社会のニーズに
応じて活用することが
できます。

1.できる 25名 13名 22名 20名 24名

2.ある程度できる 25名 29名 29名 24名 23名

3.あまりできない 4名 12名 4名 10名 6名

4.できない 1名 1名 0名 1名 2名

計 55名 55名 55名 55名 55名

ＤＰ３：多様な価値
観・個性を受容し、共
に努力し合える能力
（協調性）

ＤＰ４：社会で求めら
れる基礎的汎用的スキ
ル（基礎的汎用的スキ
ル）

＜美術学科＞
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＜地域社会学科＞

ディプロマ・ポリシー

ＤＰ１：主体的に目標
を貫徹する力（自律
性）

ＤＰ２：社会に貢献す
る姿勢（課題発見・社
会貢献性）

ＤＰ５：専門的知識・
技術の修得と活用力
（知識活用）

1.主体的に地域社会に
おける課題を見出し、
その解決に向け、持続
的に努力を重ねること
ができます。

2.フィールドワークや
社会調査を通じて地域
社会の課題を発見し、
課題解決に向けて積極
的に貢献することがで
きます。

3.地域社会の企業・施
設・行政機関での社会
体験・職場体験を通し
て、働くことの意義へ
の理解を深めつつ、社
会性をもって協働する
ことができます。

4.コミュニケーション
能力や課題解決能力な
ど、卒業後の社会で求
められる汎用的なスキ
ルを身につけ、ニーズ
に応じて活用すること
ができます。

5.社会人として必要な
基礎力（コミュニケー
ションスキル、複眼的
なものの見方など）を
基盤とし、社会学のさ
まざまな分野（地域・
公共・福祉・家族・観
光・メディアなど）に
おける専門的知識を、
現実社会のニーズに応
じて活用することがで
きます。

1.できる 21名 17名 25名 23名 21名

2.ある程度できる 23名 30名 22名 25名 27名

3.あまりできない 6名 4名 3名 3名 3名

4.できない 1名 0名 1名 0名 0名

計 51名 51名 51名 51名 51名

ＤＰ３：多様な価値
観・個性を受容し、共
に努力し合える能力
（協調性）

ＤＰ４：社会で求めら
れる基礎的汎用的スキ
ル（基礎的汎用的スキ
ル）
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＜保育科＞

＜専攻科保育専攻＞

ディプロマ・ポリシー

ディプロマ・ポリシー

ＤＰ１：人間性 ＤＰ２：知識理解 ＤＰ３：協調性 ＤＰ４：知識活用

１．建学の精神に基づ
いた豊かな人間性と、
真理を探求する姿勢を
持ち、社会人としての
基礎的教養を身につけ
ている。

２．幼児教育・保育に
かかわる理論と技術、
子どもの成長・発達に
ついての専門的知識を
修得している。

３．社会の 様々な 問
題に関心を向け、幼児
教育・保育の現場で他
者と協力して対応する
行動力を身につけてい
る。

４．各々の関心に基づ
く得意分野を持ち、
幼児教育・保育の実践
に活かすことができ
る。

1.できる 29名 38名 42名 40名

2.ある程度できる 45名 38名 34名 36名

3.あまりできない 2名 0名 0名 0名

4.できない 0名 0名 0名 0名

計 76名 76名 76名 76名

ＤＰ１：人間性 ＤＰ２：知識理解 ＤＰ３：協調性 ＤＰ４：知識活用 ＤＰ５：論理的思考力

１．建学の精神に基づ
いた豊かな人間性と、
学びの成果を活用して
社会に貢献しようとす
る使命感を持ち、社会
人としての教養を身に
つけている。

２．幼児教育・保育に
かかわる理論を自分な
りに理解するととも
に、子どもの成長・発
達についての幅広い専
門的知識を修得してい
る。

３．社会の問題を多角
的に捉え、客観的に把
握するとともに、他の
専門職と協働して解決
に向けて行動するリー
ダーシップを身につけ
ている。

４．各々の得意分野を
さらに磨き、幼児教
育・保育の実践に必要
な高い技術を持ってい
る。

５．一定のテーマにつ
いて根拠に基づいて論
理的に考察し、的確に
表現することができ
る。

1.できる 7名 7名 5名 6名 3名

2.ある程度できる 2名 2名 2名 3名 6名

3.あまりできない 0名 0名 2名 0名 0名

4.できない 0名 0名 0名 0名 0名

計 9名 9名 9名 9名 9名
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